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施策などに関する記載については、不確定な要素を含んだものであることをご理解ください。
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10/3期3Q総括①前期および計画との差異

10/3通期

計画
計画差異09/12実績09/12計画08/12実績

3,660

6,099

5,813

11,299

128,027

1,014

1,862

1,741

6,759

87,592

1,501
△230

（ △22.7%）
784当期純利益

2,668
△338

（ △18.2%）
1,524経常利益

2,527
△362

（ △20.8%）
1,379営業利益

9,376
△432

（ △6.4%）
6,327売上総利益

121,561
△2,989

（△3.4%）
84,603売上高

（百万円）

• 11月、12月と市況・需要ともに弱含みで推移し、在庫販売での利益スプレッド

が縮小し、計画比減収減益

4

10/3期3Q総括②営業利益/前年同期比変化要因
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09/3期3Q実績 鉄鋼価格要因 棚卸評価損 鉄鋼数量要因 建材他要因 販管費要因 10/3期3Q実績

1,379

（百万円）

5,813

△3,863 ＋538

市況が10月以降
弱含みで推移し、
一部商品で評価
損が発生

前年同期（累計）
での市況下落が
激しく、利益スプ
レッドは縮小

△48△659
△402

建設向け需要の
回復が遅れてお
り、販売数量が
低迷

1Q：△ 210

2Q：△ 46

3Q：△ 146

貸倒引当金の減
少、および人件
費の減少による
もの
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連結損益計算書

（百万円）

1,481

1,726

3,449

275

270

3,454

139

559

3,033

7,305

10,339

157,411

167,751

09/3実績

1,501

1,108

2,614

72

18

2,668

107

248

2,527

6,849

9,376

112,185

121,561

10/3計画

784

678

1,463

70

8

1,524

66

211

1,379

4,948

6,327

78,276

84,603

09/12実績

1,014

784

1,808

72

18

1,862

79

200

1,741

5,018

6,759

80,833

87,592

09/12計画

3,660

2,260

6,159

211

270

6,099

115

401

5,813

5,486

11,299

116,727

128,027

08/12実績

当期純利益

法人税･住民税及び事業税

税引前当期純利益

特別損失

特別利益

経常利益

営業外費用

営業外収益

営業利益

販売費及び一般管理費

売上総利益

売上原価

売上高
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品種別販売状況（小野建単体）

8,342

1,106

156,318

482

745

1,188

24,274

596

11,758

1,781

278

27,641

4,659

400

48,415

△365

427

43,482

09/3実績

5,598

765

78,381

342

570

632

12,337

429

8,658

783

208

13,595

1,910

274

23,510

1,500

282

19,710

09/12実績 10/3計画09/12計画08/12実績

合計

不動産

賃貸等事業

工事請負事業

鉄鋼・建材

商品販売事業

652446387売上総利益

13,2148,8417,590建設機材商品

9,406

843

118,766

353

567

687

15,238

1,454

210

22,211

4,702

310

38,598

1,820

322

34,559

8,0565,841売上総利益

1,061786（販売数量）

111,51580,536売上高

454336売上総利益

779585その他事業収入

950641売上総利益

19,73212,940建設機材工事

1,181831売上総利益

306222（販売数量）

19,45314,299丸鋼類

2,6551,959売上総利益

363270（販売数量）

31,52523,648条鋼類

2,1611,625売上総利益

391294（販売数量）

26,81120,220鋼板類

（百万円・千トン）
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10/3期 四半期業績の推移（小野建単体）
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35,000

30,000

25,000

20,000

23,564

29,742

25,074

33,133
4Qでの市況の回復と

販売数量の増加がカギに
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設備投資戦略・現在の進捗について

• 沖縄ヤード増築
– 3月完成予定、4月より本格稼動

– 在庫能力13,000t（1.85倍）、既存ヤードには鉄筋加工設備を配置予定

• 西日本SCジャンボレベラー
– 3月末完成予定、4月より出荷体制を整える

– 板厚：4.5～25.0㎜、板幅：900～2,500㎜、切断長：1,800～13,000㎜

• 川崎ヤード新設
– ストックヤード5月完工予定

– 在庫能力50,000t、水深8m・5000t級の船舶も接岸可能なプライベート

バースにより荷役コストを節減
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連結貸借対照表（解説）

• 固定資産
– 西日本SC新レベラー工場/機械（909百万円・建設仮勘定）

• 有利子負債合計
（短期借入金、一年以内返済予定の長期借入金、社債、長期借金）

– 09/3＝15,641百万円 → 09/9＝5,454百万円 → 09/12＝4,620百万円

【10/3末に向けて】

– 在庫金額はほぼ横ばいで推移する見通しだが、設備投資により短期借入
金が1,500百万円増加する見通し
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連結貸借対照表

（百万円）

30,71626,22828,925支払手形及び買掛金

3,7504,45011,400短期借入金

1003002,447社債

4005881,578長期借入金

91,703

42,725

3,780

42,590

48,977

5,269

216

43,708

91,703

1,749

25,921

28,155

11,909

47,879

1,398

63,547

09/3実績

43,29343,196純資産合計

43,06342,968株主資本

3,7803,780資本金

83,64480,511資産合計

370116一年以内返済予定の長期借入

2,0032,382固定負債

80,511

37,314

34,932

1,747

27,370

29,723

10,027

35,743

1,492

50,787

09/9実績

83,644負債・純資産合計

40,351負債合計

38,347流動負債

1,691投資その他の資産

28,827有形固定資産

31,091固定資産

9,754商品及び製品、原材料及び貯蔵品

36,836受取手形及び売掛金

2,195現金及び預金

52,553流動資産

09/12実績

※各詳細項目は主要項目のみを記載しております


